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◎
年
頭
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
素
晴
ら
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
的
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
、
年
輪
5
0

号
の
特
別
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
一
方
で
、
藤
井
聡
太
竜
王
・
名
人
が
将
棋
界

全
て
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
八
冠
王
と
な
り
、
あ
ま

り
将
棋
に
興
味
が
な
い
方
に
も
明
る
い
話
題
を
提
供

し
ま
し
た
。
∴
て
い
け
ん
」
内
部
に
お
い
て
は
、
4

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
」
が
、
新
会

員
の
増
加
に
繋
が
り
明
る
い
兆
し
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
楽
し
く
魅
力
の
あ
る
同
好

会
・
ク
ラ
ブ
が
新
会
員
の
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
の

証
明
と
も
い
え
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
い
て
は
、

「
て
い
け
ん
」
を
楽
し
く
魅
力
の
あ
る
会
に
す
る
た

め
の
案
・
ご
意
見
・
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
遠
慮
な
く

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
可
能
な
限
り
皆
様
の
声
を
取

り
入
れ
て
楽
し
く
魅
力
あ
る
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
て
い

け
ん
」
に
し
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
と

な
る
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
〔
会
長
　
清
水
良
治
〕

【
本
部
行
事
】

2
月
2
日
(
金
)
　
2
月
役
員
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
】

1
月
1
 
0
日
(
水
)
　
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

囲
碁
・
ぬ
り
絵
慰
問

1
月
的
日
(
水
)
　
「
神
奈
川
苑
」
　
　
　
書
道
慰
問

2
月
7
日
(
水
)
　
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

囲
碁
・
ぬ
り
絵
慰
問

2
月
1
 
4
日
(
水
)
　
「
神
奈
川
苑
」

【
ク
ラ
ブ
行
事
】

●
1
月

7
日
(
日
)

8
日
(
月
)

u
日
(
木
)

1
 
2
日
(
金
)

1
3
日
(
土
)

1
 
4
日
(
日
)

1
 
6
日
(
火
)

2
1
日
(
日
)

2
5
日
(
木
)

●
2
月

8
日
(
木
)

9
日
(
金
)

1
 
0
日
(
土
)

1
 
2
日
(
月
)

1
3
日

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
(
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
)

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

囲
碁
同
好
会

俳
句
会

将
棋
同
好
会

園
芸
ク
ラ
ブ

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

お
お
と
り
会

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

囲
碁
同
好
会

俳
句
会

将
棋
同
好
会

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

T
G
会

お
お
と
り
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

園
芸
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

◎
2
月
役
貴
会

と
　
き
　
2
月
2
日
(
金
)
　
1
 
5
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
7
1
0
室

◎
1
 
2
月
役
員
会
報
告

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　
別
項
参
照

交
通
費
の
取
り
扱
い
つ
い
て
変
更
　
敬
老
パ
ス
が

使
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
補
助
す
る
。

●
ク
ラ
ブ
交
流
行
事

・
1
月
7
日
　
川
崎
七
福
神
巡
り

●
広
報
部
連
絡
事
項

・
1
・
2
月
号
ニ
ュ
ー
ス
発
送
日

・
3
・
4
月
号
ニ
ュ
ー
ス
原
稿

1
 
2
月
2
 
0
日
(
水
)

1
月
3
 
1
日
〆
切

・
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
担
当

3
・
4
月
号
　
園
芸
ク
ラ
ブ
　
　
1
月
3
 
1
日
〆
切

5
・
6
月
号
　
お
お
と
り
会
　
　
3
月
的
日
〆
切

・
「
年
輪
5
 
1
号
」
原
稿
依
頼
と
発
送
予
定

ク
ラ
ブ
等
の
活
動
報
告
　
　
　
　
1
月
1
 
5
日
〆
切

定
期
総
会
等
の
資
料
　
　
　
　
1
月
2
0
日
〆
切

年
輪
発
送
(
ニ
ュ
ー
ス
と
同
時
)
　
2
月
2
 
1
日

●
会
計
部
報
告

決
算
報
告
書
は
2
月
2
日
に
会
計
監
査
を
し
て
、

役
員
会
で
審
議
す
る
。

●
事
務
局
報
告

・
施
設
見
学
会
　
別
項
参
照

・
座
談
会
　
　
別
項
参
照

・
定
期
総
会
　
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
1
5
0
1
号
室

令
和
6
年
3
月
2
1
日
(
木
)
　
的
時
0
0
分
~
H
時
0
0

分
。
終
了
後
の
懇
親
会
は
有
志
に
て
実
施
。

・
会
計
年
度
変
更
に
伴
う
「
て
い
け
ん
事
務
取
扱
内

規
」
を
変
更

・
1
~
6
月
入
会
者
の
年
会
費
は
全
額

・
7
~
9
月
入
会
者
の
年
会
費
は
半
額

・
1
 
0
~
1
 
2
月
入
会
者
の
年
会
費
は
全
額
で
翌
年
度

年
会
費
の
先
払
い
と
す
る
。

・
来
年
度
会
長
の
選
出

清
水
良
治
氏
留
任
に
決
定
。

こ
れ
に
伴
い
会
則
の
改
定
　
第
2
章
、
第
9
条

(
任
期
)
で
「
尚
、
会
長
に
つ
い
て
は
2
年
を
限
度

と
す
る
」
を
削
除
す
る
。
会
則
改
定
は
定
期
総
会

に
提
案
す
る
。

・
来
年
度
の
各
ク
ラ
ブ
本
部
担
当
役
員
が
決
ま
り
、

役
員
の
役
割
分
担
も
決
定
。
ま
た
、
鈴
木
圭
司
氏

を
本
部
役
員
会
推
薦
で
監
事
に
留
任
し
て
い
た
だ

こ
と
に
決
定
し
た
。

・
各
ク
ラ
ブ
の
世
話
人
に
つ
い
て
は
一
部
を
除
き
報

告
さ
れ
た
。
決
ま
っ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
や
修
正
等

は
、
1
2
月
末
ま
で
に
事
務
局
長
に
連
絡
す
る
。

・
チ
ラ
シ
を
増
刷
し
配
付
し
た
。
会
員
増
強
に
活
用

を
依
頼
す
る
。

◎
会
員
の
異
動

入
会
者
〔
1
2
7
5
〕
相
墨
健
彦
　
俳
句
会

紹
介
者
　
　
　
　
　
チ
ラ
シ
に
よ
る

入
会
者
〔
1
2
7
6
〕
山
中
克
己
　
グ
ル
メ

紹
介
者
〔
1
2
7
3
〕
松
本
由
紀
夫

退
会
者

〔
1
1
9
6
〕
鍋
島
克
弘
　
死
亡

〔
1
2
6
0
〕
杉
本
名
津
　
自
己
都
合

会
員
総
数
　
(
1
 
2
月
1
日
現
在
)
　
1
0
9
名

(
内
訳
　
男
性
6
8
名
、
女
性
4
 
1
名
)

一
般
会
員
5
5
名
(
夫
婦
会
員
2
組
含
む
)

デ
ジ
タ
ル
会
員
5
4
名
(
夫
婦
会
員
3
組
含
む
)

(
事
務
局
)

◎
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
「
川
崎
七
福
神
め
ぐ
り
」

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
0
7
回
)

と
　
き
　
令
和
6
年
1
月
7
日
(
日
)

雨
天
中
止
　
(
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
7
時
半
迄

に
世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
)

集
　
合
　
午
前
1
0
時
　
南
武
線
武
蔵
新
城
駅
改
札
口

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
2
0
0
円
　
会
員
外
3
0
0
円

コ
ー
ス
　
武
蔵
新
城
駅
-
安
養
寺
(
福
禄
寿
)
↓
宝

蔵
寺
(
弁
財
天
)
-
東
樹
院
(
毘
沙
門
天
)
↓
等
々

力
緑
地
↓
西
明
寺
(
大
黒
尊
天
)
↓
大
楽
院
(
布

袋
尊
)
上
中
丸
子
公
園
(
昼
食
)
-
無
量
寺
(
寿

老
人
)
↓
大
楽
寺
(
恵
比
寿
神
)
↓
東
横
線
元
住

吉
駅

持
ち
物
　
弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
・
敷
物
等

難
易
度
　
弱
　
　
歩
程
　
約
1
5
0
0
0
歩

コ
メ
ン
ト
　
今
年
は
川
崎
七
福
神
を
巡
り
ま
す
。
幸

運
な
新
年
を
送
れ
る
よ
う
、
多
く
の
皆
様
の
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
奮
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

◎
‖
月
施
設
見
学
会
実
施
報
告

「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
」

u
月
3
日
(
金
)
　
1
3
時
~
1
4
時
0
0
分

秋
晴
れ
の
下
、
1
4
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
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当
日
の
み
入
館
料
無
料
。
特
別
展
と
し
て
全
国
で
も

珍
し
い
足
柄
の
仏
像
(
国
指
定
重
要
文
化
財
)
を
拝

観
で
き
た
の
は
生
涯
学
習
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
幸

運
で
し
た
。
横
浜
港
開
港
と
近
代
化
の
展
示
は
現
在

の
日
本
発
展
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
神
奈
川

県
民
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
有
意
義
な
勉

強
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
馬
車
道
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
華
や

か
な
出
店
が
並
び
、
明
治
・
大
正
時
代
の
乗
合
馬
車
、

人
力
車
が
乗
客
を
乗
せ
て
街
に
繰
り
出
し
、
沿
道
の

拍
手
と
歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

〔
1
2
3
6
〕
早
川
英
雄

◎
1
 
2
月
座
談
会
実
施
報
告

テ
ー
マ
「
的
周
年
記
念
行
事
反
省
及
び
そ
の
他
」

県
民
セ
ン
タ
ー
　
7
1
1
号
室
　
1
 
5
時
~
1
 
7
時

議
　
事
　
参
加
者
u
名
で
開
始
し
、
5
0
周
年
記
念
行

事
準
備
委
員
長
の
千
葉
義
治
氏
の
挨
拶
、
続
い
て

的
周
年
記
念
行
事
の
経
過
を
荒
木
事
務
局
長
、
小

野
広
報
部
長
か
ら
報
告
す
る
。
続
い
て
出
席
者
全

員
の
ご
意
見
を
頂
い
た
。
厳
し
い
ご
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
総
括
的
に
は
概
ね
よ
く
頑
張
り
ま
し

た
と
成
功
の
評
価
を
頂
く
。
次
の
0
0
周
年
記
念
に

向
け
て
継
続
し
て
い
け
る
素
地
が
出
来
た
こ
と

は
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
は
難
題
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
お
知
恵
と
ご
協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
平
均
年
齢
が
8
 
1
歳
を
超
え
て
お
り
、
無
理
が
効
か

ず
病
院
通
い
も
増
え
て
、
更
に
参
加
者
の
減
少
傾

向
で
ク
ラ
ブ
運
営
が
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。

②
世
話
人
、
役
員
な
ど
交
代
す
る
人
が
い
な
い
。

③
コ
ロ
ナ
で
会
員
が
半
減
し
た
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
解

決
に
は
時
間
が
掛
か
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
新
チ

ラ
シ
を
見
て
入
会
さ
れ
る
方
も
多
く
な
り
、
グ
ル

メ
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
が
増
加
し
て
い
る
。
会
員
増

強
運
動
推
進
の
成
果
が
出
始
め
た
よ
う
に
感
ず

る
。
従
っ
て
、
新
チ
ラ
シ
設
置
及
び
掲
示
な
ど
を

重
点
に
活
動
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

④
今
後
の
方
向
性
、

地
区
セ
ン
タ
ー
中
心
に
、
チ
ラ
シ
設
置
の
お
願
い

ー
を
し
て
頂
け
る
方
は
、
荒
木
事
務
局
長
ま
で
連
絡

お
願
い
致
し
ま
す
。
役
員
、
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
、

会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

∴
1
2
3
6
〕
早
川
英
雄

◎
使
用
済
切
手
の
寄
託
(
敬
称
略
)

切
　
手
　
3
9
0
枚

会
　
員
　
島
津
富
弥
、
佐
上
倫
子

会
員
外
　
千
葉
　
綾

今
月
も
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
1
・
2
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

O
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
1
月
1
 
0
日
(
水
)

1
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
　
囲
碁
・
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
1
月
1
 
0
日
(
水
)
　
　
書
道
慰
問

午
後
2
時
現
地
集
合

O
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
2
月
7
日
(
水
)

1
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
　
囲
碁
・
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
2
月
1
 
4
日
(
水
)
　
　
書
道
慰
問

午
後
2
時
現
地
集
合

◎
1
 
0
・
白
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
報
告

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ

谷」
・
1
 
0
月
4
日
(
水
)
　
碁
・
塗
り
絵
慰
問

碁
　
当
方
　
福
田
　
先
方
参
加
者
　
1
名

塗
り
絵
　
当
方
　
石
本
、
細
野
、
上
遠
野
、
千
葉

先
方
参
加
者
　
8
名

(
3
年
8
か
月
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
)

・
H
月
1
日
(
水
)
　
碁
・
塗
り
絵
慰
問

碁
　
当
方
　
福
田
　
先
方
参
加
者
　
3
名

塗
り
絵
　
当
方
　
石
本
、
細
野
、
千
葉

先
方
参
加
者
　
9
名

○
介
護
老
人
保
健
施
設
「
神
奈
川
苑
」

・
1
 
0
月
n
日
(
水
)
　
書
道
慰
問

当
方
　
石
本
、
細
野
、
清
水
　
3
名

先
方
参
加
者
　
1
 
6
名

・
1
 
1
月
8
日
(
水
)
　
書
道
慰
問

当
方
　
石
本
、
細
野
、
清
水
　
3
名

先
方
参
加
者
　
1
 
6
名

◎
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
(
第
3
4
1
回
、

と
　
き
　
1
月
8
日
(
月
)
1
2
時
~
1
 
6
時

2
月
1
2
日
(
月
)
1
 
2
時
~
1
 
6
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
線
天
王
町
駅
下
車
)

会
　
費
　
8
0
0
円

コ
メ
ン
ト

l
月
‥
今
年
最
初
の
例
会
な
、
の
-
で
、
大
勢
で
元
気
よ

く
カ
ラ
オ
ケ
を
唄
い
ま
し
よ
ぅ
。

2
月
‥
今
回
の
例
会
は
総
会
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
方
の
入
会
を
大
歓
迎
し
ま

す。
◆
武
藤
　
彦
治
　
奮
0
8
0
(
5
0
8
6
)
3
3
9
4

高
橋
　
清
二
　
蜜
0
9
0
(
5
4
4
9
)
5
1
4
1

◎
囲
碁
同
好
会
(
第
3
9
5
回
、
3
9
6
回
)

と
　
き
　
1
月
‖
日
(
木
)
1
2
時
~
1
 
7
時

2
月
8
日
(
木
)
1
 
2
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
西
地
区
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
西
区
岡
野
1
丁
目
6
の
4
1

奮
0
4
5
(
3
1
4
)
　
7
7
3
4

コ
メ
ン
ト
　
新
入
会
員
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
体
験
入

会
出
来
ま
す
(
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
)
。
楽
し
い
囲
碁

対
局
の
後
は
反
省
会
を
兼
ね
て
懇
親
会
を
行
っ
て

ま
す
。
新
し
い
令
和
6
年
は
ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
充
実
し
た
飛
躍
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。
昨
年
の
秋
季
大
会
の
様

子
は
て
い
け
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。

◆
早
川
　
英
雄
　
魯
0
4
5
(
7
2
1
)
2
5
1
2

◎
俳
句
会
(
第
5
1
4
回
、
5
1
5
回
)

と
　
き
　
1
月
1
 
2
目
(
金
)
1
3
時
~
1
 
7
時

2
月
9
日
(
金
)
1
3
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
　
7
0
2
号
室

投
　
句
　
兼
題
(
1
月
)
　
「
冬
紅
葉
」
一
句

兼
題
(
2
月
)
　
「
寒
餅
」
　
一
句

当
季
雑
詠
　
　
　
　
　
　
各
四
句

投
句
は
、
小
野
隆
範
さ
ん
へ
お
送
り
下
さ
い
。

◇
拾
細
5
年
1
 
。
月
例
会
作
品

掃
苔
を
か
さ
ぬ
る
我
に
気
付
く
老

秋
翻
ふ
れ
て
初
恋
遠
く
あ

胡
桃
買
ふ
信
濃
の
里
の
詩
碑

弥
彦
よ
り
尾
花
矧
き
て
流
等
夜
道

折
れ
枝
の
水
漬
く
隠
沼
夕
月
夜

今
朝
も
来
て
噂
話
の
小
鳥
達

杉
玉
を
目
当
て
に
探
す
新
酒
か
な

隣
家
よ
り
庭
ご
と
受
く
る
柚
子
八
つ

流
れ
星
ひ
た
す
ら
願
ふ
普
通
な
日

◇
令
和
5
年
n
月
例
会
作
品

u
月
度
は
、
高
成
田
満
理
子
先
生
を
お
迎
え
し
て

指
導
句
会
を
開
き
ま
し
た
。
以
下
◎
印
の
句
は
先
生

の
選
ん
だ
特
選
句
、
○
印
の
句
は
佳
作
句
で
す
。

◎
書
き
出
し
の
筆
の
重
さ
や
秋
探
し
　
秋

さ
さ
や
き
を
聞
き
か
へ
し
け
り
老
の
秋
　
茂
　
樹

一
茶
忌
や
け
ふ
も
北
信
雪
五
尺
　
健

○
小
春
日
や
信
濃
の
宿
場
巡
る
旅
　
し
ょ
急
く

○
傘
立
て
の
壷
の
ふ
く
ら
み
小
春
か
な
　
ゆ
り
根

○
ね
ぶ
た
し
よ
小
春
の
午
後
の
渡
し
舟
　
り
ゆ
ー
度
ん

○
秋
潮
や
海
苔
の
種
付
け
は
じ
ま
り
ぬ
　
城

ス
カ
ー
ト
を
広
げ
ど
ん
ぐ
り
拾
ふ
子
ら
　
百
合
子

◆
小
野
　
隆
範
　
雷
0
9
0
(
2
5
3
4
)
2
9
5
9

◎
将
棋
同
好
会
(
第
3
2
4
回
、
3
2
5
回
)

と
　
き
　
1
月
1
 
3
日
　
(
土
)
　
1
 
3
時
~
1
 
7
時

2
月
1
0
日
(
土
)
　
1
3
時
~
1
7
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
天
王
町
歌
か
ら
徒
歩
5
分
)

◆
千
葉
　
義
治
　
彊
0
4
5
　
(
9
1
2
)
0
5
4
9
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費

3

◎
園
芸
ク
ラ
ブ
　
(
第
5
4
9
回
)

「
定
期
総
会
及
び
昼
食
会
」

と
　
き
　
1
月
1
 
4
日
(
日
)
　
午
前
1
 
0
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館

令
和
6
年
の
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ

て
、
年
会
費
1
0
0
〇
円
を
集
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
総
会
終
了
後
、
.
モ
ン
テ
フ
ァ
ー
レ
で
の

昼
食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

当
日
ご
出
席
の
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
鈴
木
　
圭
司
　
奮
0
8
0
(
6
6
0
4
)
1
0
4
5

◎
園
芸
ク
ラ
ブ
　
(
第
5
5
〇
回
)

「
三
浦
海
岸
・
河
津
桜
」
観
賞

と
　
き
　
2
月
2
5
日
(
日
)
　
雨
天
中
止

今
回
は
「
桜
ま
つ
り
」
を
勘
案
し
、
第
4
日
曜

日
に
実
施
し
ま
す
。
天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場

合
は
世
話
人
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
3
0
分
　
京
急
三
浦
海
岸
駅
出
口

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
1
0
0
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
2
0
〇
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
(
必
携
)
等

コ
メ
ン
ト
　
駅
前
か
ら
小
松
が
池
ま
で
約
1
血
に
、

早
咲
き
の
河
津
桜
が
菜
の
花
と
共
に
咲
く
色
と
り

ど
り
の
景
色
や
春
の
香
り
が
楽
し
め
ま
す
。

◆
鈴
木
　
圭
司
　
四
〇
8
0
(
6
6
0
4
)
1
0
4
5

石
井
　
博
子
　
瑠
0
9
0
(
2
3
3
1
)
7
2
7
6

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
(
第
2
1
7
回
、
2
1
8
回
)

と
　
き
　
1
月
1
6
日
　
(
火
)
1
3
時

2
月
2
0
日
(
火
)
1
3
時

-
ゲ
ー
ム
開
始
　
1
3
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
湘
南
と
う
き
ゆ
う
ボ
ウ
ル

藤
沢
市
遠
藤
滝
の
沢
6
9
8
-
1
0

密
0
4
6
6
　
(
8
6
)
　
3
9
3
1

2
0
0
0
円
(
貸
靴
は
3
5
0
円
で
す
)

1
月
に
会
の
年
間
会
費
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。

コ
メ
ン
ト
　
1
月
の
ゲ
ー
ム
終
了
後
「
藍
屋
」
　
で
新

年
会
並
び
に
9
~
1
 
2
月
の
成
績
表
彰
式
を
行
い
ま

す。
◆
千
葉
　
義
治
　
密
0
4
5
　
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
お
お
と
り
会
(
第
5
7
7
回
、
5
7
8
回
)

と
　
き
　
1
月
2
 
1
日
　
(
日
)

2
月
1
 
8
日
(
日
)

集
合
時
間
は
い
つ
も
通
り
的
時
よ
り
H
時
1
 
0
分
迄

で
す
。
な
お
、
欠
席
の
場
合
は
、
世
話
人
へ
必
ず

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
麻
雀
サ
ロ
ン
「
シ
ル
バ
上

智
0
4
5
　
(
3
1
4
)
　
0
了
0
4

会
　
費
　
2
5
0
〇
円

○
例
会
成
績
(
1
 
0
月
…
上
段
、
u
月
…
下
段
)

出
席
者
　
　
1
 
0
月
…
2
9
名
、
u
月
…
3
3
名

◆
優
　
勝
　
島
津
宮
弥
・
遠
藤
三
七
子

◆
準
優
勝
　
佐
藤
安
男
・
藤
本
宗
久

◆
3
　
位
　
横
山
美
子
・
波
賀
野
洋
子

◆
コ
ン
ド
ル
賞
　
武
田
多
美
子
・
小
田
敏
子

◆
B
B
賞
　
田
代
一
宏
・
竹
花
敏
夫

◆
大
風
賞
　
渡
邁
美
智
子
・
横
山
美
子

◆
役
滞
貨
　
打
木
和
弥
(
大
三
元
)
…
u
月

◆
田
代
　
啓
子
　
智
0
4
5
　
(
2
6
2
)
　
1
5
8
3

山
懸
富
士
雄
　
密
0
9
0
(
5
8
1
2
)
5
5
1
6

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
　
(
第
1
 
0
回
)
　
ピ
ザ
料
理

と
　
き
　
令
和
6
年
1
月
2
5
日
　
(
木
)

と
こ
ろ
　
オ
ー
ル
ド
ヒ
ッ
コ
リ
ー
桜
ケ
丘
店

集
　
合
　
　
小
田
急
江
ノ
島
線
桜
ケ
丘
駅
改
札
口

H
時
1
5
分
集
合
　
会
食
は
n
時
0
0
分

予
　
算
　
3
5
〇
〇
円

コ
メ
ン
ト
　
乾
杯
ド
リ
ン
ク
　
(
グ
ラ
ス
ビ
ー
ル
、
グ

ラ
ス
ワ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
か
ら
選
ん
で
下

さ
い
)
、
追
加
は
別
途
料
金
。
料
理
は
シ
ェ
フ
サ

ラ
ダ
、
前
菜
盛
合
わ
せ
、
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
ピ
ザ
、

ミ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
風
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

ホ
タ
テ
グ
ラ
タ
ン
、
魚
介
の
パ
エ
リ
ア
、
デ
ザ
ー

ト
、
コ
ー
ヒ
ー
。
料
理
は
テ
ー
ブ
ル
毎
に
ま
と
め

て
配
膳
し
ま
す
の
で
、
お
取
り
分
け
く
だ
さ
い
。

◆
荒
木
貞
臣
　
瑠
0
8
0
　
(
5
0
2
2
)
　
7
5
6
8

早
川
英
雄
　
魯
0
9
0
　
(
4
0
1
1
)
　
1
1
5
5

高
橋
厚
子
　
蜜
0
9
0
　
(
7
2
1
8
)
　
7
8
1
0

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
　
(
東
口
回
)
　
韓
国
料
理

と
　
き
　
令
和
6
年
2
月
2
2
目
　
(
木
)

と
こ
ろ
　
横
浜
モ
ア
ー
ズ
8
階
「
焼
肉
ト
ラ
ジ
」

「
焼
肉
ラ
ン
チ
料
理
」

集
　
合
　
横
浜
西
口
の
　
「
横
浜
モ
ア
ー
ズ
」
入
口

n
時
2
0
分
集
合
　
会
食
は
n
時
0
0
分

予
　
算
　
2
5
0
0
円

コ
メ
ン
ト
　
2
月
は
一
番
寒
い
時
期
で
す
。
焼
き
肉

を
食
べ
て
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
飲
み
物
は

別
途
料
金
で
す
。

◆
高
橋
　
厚
子
　
密
0
9
0
(
7
2
1
8
)
7
8
1
0

早
川
　
英
雄
　
奮
0
9
0
(
4
0
1
1
)
1
1
5
5

荒
木
　
貞
臣
　
魯
0
8
0
(
5
、
i
O
2
2
)
7
5
6
8

◎
丁
G
会
総
会

と
　
き
.
2
月
1
 
3
日
(
火
)
1
 
2
時
よ
り
1
4
時
迄

と
こ
ろ
　
横
浜
駅
西
口
　
「
な
か
一
」

蜜
0
4
5
　
(
3
1
1
)
　
2
2
4
5

J
R
横
浜
駅
南
西
口
ま
た
は
相
鉄
改
札
よ
り
0
0
秒
、

高
島
屋
沿
い
の
正
面
道
路
左
側
中
山
ビ
ル
3
階
.

(
ビ
ル
壁
に
看
板
有
り
、
1
~
3
階
が
同
一
店
)

会
　
費
　
4
4
〇
〇
円

申
込
み
　
「
月
3
 
1
日
　
(
火
)
締
切

コ
メ
ン
ト
　
懇
親
会
も
兼
ね
令
和
6
年
度
の
総
会
を

行
い
ま
す
。
是
非
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

◆
福
島
　
啓
一
奮
0
9
0
(
7
8
2
7
)
8
8
7
8

笹
嶋
　
延
定
　
番
0
8
0
(
8
0
2
9
)
5
7
1
8

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
0
8
回
)

.
「
鎌
倉
干
支
守
り
本
尊
参
り
」
"
総
会

と
　
き
　
令
和
6
年
2
月
2
7
日
(
火
)

雨
天
中
止
　
(
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
7
時
半
迄

に
世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
)

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
　
横
須
賀
線
鎌
倉
駅
西
口
改
札

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
2
〇
〇
円
　
会
員
外
3
〇
〇
円

コ
ー
ス
　
鎌
倉
駅
西
ロ
ー
寿
福
寺
(
普
賢
菩
薩
・
辰

・
巳
)
↓
浄
光
寺
(
勢
至
菩
薩
・
午
)
-
本
覚
寺

(
文
殊
菩
薩
・
卯
)
↓
補
陀
落
寺
(
不
動
明
王
・

酉
)
↓
千
手
院
(
千
手
観
音
・
子
)
-
光
明
寺
(
阿

弥
陀
如
来
・
戌
・
亥
)
-
材
木
座
海
岸
-
鎌
倉
海

浜
公
園
(
昼
食
、
ト
イ
レ
)
-
虚
空
蔵
堂
　
(
虚
空

蔵
菩
薩
・
丑
・
寅
)
-
極
楽
寺
　
(
大
日
如
来
・
未

・
申
)
↓
極
楽
寺
駅

持
ち
物
　
弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
・
敷
物
等

難
易
度
　
弱
　
　
歩
程
　
約
1
3
○
○
0
歩

コ
メ
ン
ト
　
人
は
生
ま
れ
た
年
に
よ
り
守
り
続
け
て

く
れ
る
仏
様
が
あ
り
「
一
代
守
り
本
尊
」
と
言
い

ま
す
。
こ
の
守
り
本
尊
を
祀
る
お
寺
に
祈
顕
し
ま

す
。
特
に
自
分
の
守
り
本
尊
で
は
、
今
年
の
健
康

と
安
全
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。
昼
食
後
に
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
総
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
奮
0
8
0
(
5
0
2
2
)
了
5
6
8

◎
1
 
0
月
園
芸
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
5
4
6
回
)

「
舞
岡
公
園
散
策
」

1
 
0
月
8
日
　
(
日
)
　
参
加
者
1
 
0
名

曇
り
空
の
中
、
田
ん
ぼ
の
畦
道
沿
い
に
歩
き
公
園

内
に
入
り
、
緩
や
か
な
坂
道
を
歩
く
。
畑
で
は
手
入

れ
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け
る
。
少
し
先
の
階
段
を

下
り
瓜
久
保
の
カ
ッ
パ
伝
説
が
あ
り
そ
う
な
池
で
は

カ
ワ
セ
ミ
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
休
憩
所
で

一
休
み
の
後
出
発
、
コ
ス
モ
ス
の
咲
い
て
い
る
脇
の

畑
で
は
さ
つ
ま
芋
掘
り
の
体
験
も
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
再
び
公
園
に
入
り
階
段
を
少
し
登
っ
た

中
丸
の
丘
で
昼
食
を
と
り
、
古
民
家
に
向
か
う
。
古

民
家
は
稲
の
脱
穀
体
験
の
後
で
、
親
子
連
れ
な
ど
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
の
暮
ら
し
が
見
ら
れ
る
古

民
家
を
後
に
、
手
作
り
案
山
子
が
立
ち
並
ぶ
田
ん
ぼ

道
を
通
り
、
も
み
じ
休
憩
所
を
抜
け
バ
ス
停
へ
。

少
々
時
間
が
あ
っ
た
の
で
高
台
の
広
場
に
立
ち
寄

り
、
そ
の
後
バ
ス
で
戸
塚
駅
に
戻
り
ま
し
た
。
疲
れ

た
人
、
ま
だ
余
裕
の
あ
る
人
、
新
し
く
参
加
さ
れ
た

人
、
皆
で
ノ
ド
を
潤
し
来
月
の
参
加
を
約
束
し
て
解

散
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
〔
1
0
8
0
〕
　
石
本
書
美
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◎
‖
月
園
芸
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
5
4
7
回
)

「
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
散
策
」

n
月
1
2
日
(
日
)
　
参
加
者
u
名

朝
方
小
雨
が
降
り
初
冬
の
よ
う
な
寒
さ
の
中
を
H

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
駅
か
ら
徒
歩
2
0
分
程
で
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
最
初
に
和
風
庭
園
を
回
り
、

そ
の
後
案
内
図
に
従
い
見
物
し
ま
し
た
。
昼
食
時
に

1
2
月
の
園
芸
交
流
行
事
の
内
容
等
確
認
し
ま
し
た
。

草
花
は
パ
ラ
の
見
頃
が
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

鉢
植
え
菊
の
数
々
が
見
事
で
見
応
え
が
あ
り
ま
し

た。

帰
り
は
、
往
路
と
別
の
道
の
柏
尾
川
沿
い
を
歩

き
、
途
中
川
下
に
珍
し
い
色
の
カ
ワ
セ
ミ
を
見
つ

け
、
し
ば
し
眺
め
て
い
ま
し
た
。
駅
前
で
打
ち
上
げ

し
、
寒
か
っ
た
身
体
を
温
め
て
解
散
し
ま
し
た
。

〔
0
8
9
8
〕
田
上
秀
雄

◎
1
 
0
月
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
3
0
4
回
)

「
続
よ
こ
や
ま
の
道
」

1
 
0
月
2
4
日
(
火
)
　
参
加
者
5
名

秋
晴
れ
の
最
高
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
の
中
、
午
前

的
時
に
京
王
相
模
原
線
堀
之
内
駅
に
集
合
し
た
。

堀
之
内
駅
か
ら
よ
く
整
備
さ
れ
た
「
せ
せ
ら
ぎ
緑

道
」
を
歩
き
、
長
池
公
園
に
向
か
う
。
公
園
の
入
口

に
は
築
池
に
架
か
る
長
池
見
附
橋
な
ど
、
付
近
は
景

色
も
よ
く
写
真
を
撮
り
ま
く
る
。
築
池
沿
い
の
　
「
つ

く
い
け
道
」
か
ら
星
山
の
い
え
を
経
由
し
、
よ
こ
や

ま
の
道
に
向
う
。
奥
州
古
道
か
ら
大
妻
女
子
大
学
、

東
京
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
、
Y
字
橋
、
鶴
牧
公
園
、
奈

良
原
公
園
(
昼
食
)
を
経
由
し
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
ま

で
、
1
万
2
千
歩
歩
き
ま
し
た
。

自
然
と
異
国
情
緒
が
一
杯
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
堪
能
し
、
駅
前
で
の
ど
を
潤
し
解
散
し
ま
し
た
。

〔
1
0
8
5
〕
荒
木
貞
臣

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
3
0
5
回
)

「
弘
法
山
か
ら
叡
巻
温
泉
」

u
月
2
8
日
(
火
)
　
参
加
者
5
名

・
早
朝
雨
が
降
っ
た
が
、
秋
晴
れ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日

和
と
な
っ
た
。
5
名
の
参
加
者
だ
っ
た
が
、
秦
野
の

名
水
弘
法
の
清
水
で
喉
を
潤
し
、
浅
間
山
の
急
坂
を

避
け
、
前
に
丹
沢
の
山
々
、
後
ろ
に
雪
の
富
士
山
を

眺
め
ゆ
っ
く
り
と
登
る
。
黄
葉
の
イ
チ
ョ
ウ
は
素
晴

ら
し
ぐ
、
弘
法
山
の
広
場
で
は
7
組
の
ハ
イ
カ
ー
達

が
昼
食
を
と
っ
て
い
た
。
吾
妻
山
へ
の
縦
走
路
は
、

黙
々
と
力
強
く
歩
く
。
野
仏
の
道
は
、
細
く
狭
く
落

ち
葉
に
滑
り
な
が
ら
歩
く
。

平
日
な
の
に
弘
法
の
里
湯
は
満
員
で
)
　
ぬ
る
め
の

温
泉
で
疲
れ
を
と
っ
た
。
2
階
の
椅
子
席
で
、
来
年

度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
予
定
を
語
り
合
い
、
4
時
間
・

1
万
6
千
歩
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
無
事
終
了
し
乾
杯
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
1
0
5
〕
　
渡
部
晃
二

◎
1
 
0
月
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
8
回
)

令
和
5
年
的
月
2
6
日
(
木
)
　
参
加
者
2
 
1
名

第
8
回
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
定
例
会
を
キ
ハ
チ
高
島
屋

横
浜
店
に
て
開
催
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
人
気
が
高

く
、
過
去
最
高
の
2
 
1
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
魚
、

肉
料
理
、
共
に
ソ
ー
ス
で
食
材
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

旨
味
た
っ
ぷ
り
の
フ
レ
ン
チ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
真

鯛
の
マ
リ
ネ
、
野
菜
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
生
ハ
ム
、

か
ぼ
ち
ゃ
と
リ
ン
ゴ
の
ク
リ
十
ム
ス
ー
プ
、
焼
き
立

て
パ
ン
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
。
デ
ザ
ー
ト
に
は
、
シ

ナ
モ
ン
グ
ラ
ン
ブ
ル
の
タ
ル
ト
、
ア
イ
ス
及
び
コ
ー

ヒ
ー
等
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。〔

1
2
3
6
〕
早
川
英
雄

◎
日
月
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
籍
9
回
)

令
和
5
年
u
月
2
4
日
(
金
)
　
参
加
者
1
4
名

「
和
食
料
理
・
忘
年
会
」

新
百
合
ケ
丘
つ
づ
ら
お
店
に
て
開
催
。
遠
路
で
し

た
が
1
 
4
名
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
新
蕎
麦
を
始
め
、

沢
山
の
美
味
し
い
料
理
に
満
足
し
ま
し
た
。
前
菜
三

品
盛
り
合
わ
せ
、
お
造
り
三
種
、
栃
尾
油
揚
げ
、
煮

物
、
天
ぷ
ら
、
漬
物
等
食
べ
き
れ
な
い
料
理
も
あ
り

ま
し
た
。
お
酒
は
特
別
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
純
米
大

吟
醸
酒
鳥
海
山
を
お
猪
口
一
杯
頂
き
ま
し
た
。
お
酒

は
飲
み
放
題
、
そ
ば
湯
割
り
が
好
評
で
し
た
。
風
味

香
り
立
つ
あ
が
り
蕎
麦
は
絶
品
で
し
た
。
全
員
が
満

足
し
て
頂
い
た
の
は
初
め
て
で
す
。

〔
1
2
3
6
〕
早
川
英
雄

◆
『
令
和
5
年
』

今
年
も
「
翔
平
と
聡
太
」
に
は
充
分
楽
し
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
「
今
日
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
特
大
だ

っ
た
ね
」
　
「
昨
日
は
つ
い
に
8
冠
を
と
っ
た
な
あ
」
、

こ
ん
な
挨
拶
が
日
常
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
両
名
共

に
圧
倒
的
な
実
力
と
勝
負
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
更
に

対
象
に
全
て
を
注
ぎ
込
む
真
撃
な
姿
、
謙
虚
な
姿
勢

は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
誇
り
で
す
。
聡

太
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
棋
士
は
勝
負
師
と
い
う
感

じ
で
し
た
が
、
彼
は
将
棋
が
好
き
で
堪
ら
ず
、
常
に

高
み
を
目
指
す
求
道
師
と
い
っ
た
と
こ
ろ
l
で
し
ょ
う

か
。
今
後
、
大
谷
翔
平
氏
に
は
怪
我
回
復
後
の
二
刀

流
復
活
、
藤
井
聡
太
氏
に
は
8
冠
の
長
期
保
有
を
願

っ
て
い
ま
す
。

次
の
感
動
は
、
1
8
年
振
り
に
セ
リ
ー
グ
の
覇
者
に

な
っ
た
、
我
が
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ズ
で
す
。
岡
田
監
督

の
も
と
一
丸
と
な
っ
て
A
R
E
に
向
か
っ
て
闘
う
姿

は
よ
か
っ
た
で
す
(
そ
の
後
に
3
8
年
振
り
の
日
本
一

に
な
り
ま
し
た
。
)
。
岡
田
さ
ん
は
球
界
一
の
年
長
監

督
で
6
5
歳
で
す
。
若
い
選
手
達
を
引
張
っ
て
い
く
の

は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
気
心
の
知
れ
た
コ
ー

チ
陣
と
の
絆
の
下
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
を
旨
く
使
っ
て
、

選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

5
年
振
り
に
「
六
甲
お
ろ
し
」
を
歌
わ
せ
て
貰
い
ま

した。今
年
の
初
め
、
囲
碁
で
三
段
の
免
状
を
、
足
掛
け

3
年
6
回
目
の
挑
戦
で
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
5
0
年
前
に
当
時
指
導
頂
い
た
方
よ
り
「
こ
れ
か

ら
も
努
力
を
継
続
さ
え
す
れ
ば
、
三
段
ま
で
は
成
れ

る
よ
、
但
し
、
四
段
か
ら
先
は
才
能
次
第
だ
よ
」
と

言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
は
今
満
足
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
、
「
て
い
け
ん
」
活
動
の
賜
物
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
囲
碁
同
好
会
、
以
後
(
囲
碁
)

宜
し
く
願
い
ま
す
。

〔
1
1
3
7
・
囲
碁
同
好
会
〕
青
柳
静
雄

《
編
集
後
記
》

広
報
部
は
4
人
体
制
で
て
い
け
ん
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
を
行
っ
て
き
た
が
、
体
調
不
良
他
の
事
情
で
2
人

が
広
報
部
を
抜
け
、
広
報
部
は
部
長
と
部
員
の
2
名

の
み
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は

と
て
も
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
広
報
の
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
急
遽
6
月
か
ら

広
報
部
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
6
月
・
8

月
ニ
ュ
ー
ス
の
校
正
を
私
と
広
報
部
員
1
名
の
2
名

で
行
っ
た
。
以
前
は
3
、
4
名
で
校
正
を
行
い
、
終

了
後
は
居
酒
屋
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
が
今
は
素
直
に
解

散
だ
。
ど
な
た
か
広
報
を
や
っ
て
も
よ
い
と
い
う
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
是
非
広
報
部
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
校
正
後
の
居
酒
屋
の
復
活
も

含
め
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
良
)

●
本
紙
へ
の
投
稿
・
ご
意
見
は
広
報
部
長
へ

小
野
　
隆
範
　
0
9
0
(
2
5
3
4
)
2
9
5
9

●
会
員
の
異
動
の
ご
連
絡
は
事
務
局
長
へ

荒
木
　
貞
臣
　
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

●
て
い
け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
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の
U
R
「
は

す
t
t
p
‥
ミ
t
①
i
k
①
つ
の
.
w
①
b
.
f
O
∞
.
8
ヨ
¥
i
ゴ
ム
の
*
.
h
t
ヨ
ー

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
て
い
け
ん

(
発
　
行
)
　
会
　
長

(
編
　
集
)

●
会
費
の
送
金
先

郵
便
振
替
・
口
座
番
号

0
0
2
4
0
　
-
　
6
I
6
4
1
3
4

加
入
者
名
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
て
い
け
ん


